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3．ユーザインタフェースの特徴 1．はじめに 
今回のユーザインタフェースの特徴を以下に列

挙する。 
ビデオは表情・身振り・状況などの言語情報以

外の情報を伝えることができる。そのために、ビ

デオはテキストに比べ人間の感情を伝えやすいと

いう利点があるが、実際にはビデオメールは思っ

たほど普及していないという現状がある。そこで

我々は、これまで様々な企業から開発・販売され

ているビデオメーラーの問題点の解決を目指した

Web ベースビデオメーラーVMail の設計及び開発
を行ってきた[1][2]。本稿では、特に、ビデオ主体の

非同期型のインタラクションを簡易化するための

ユーザインタフェースに着目したビデオメーラー

の設計と開発について述べる。 

(1) ビデオメール受信者がビデオを視聴するリア
クションを撮影し、それをそのまま応答コンテ

ンツとして返信することが出来る。また、返信

する前に、いったん撮影した応答コンテンツの

必要ない箇所をカットすることが出来る。 
(2) 一つのビデオメールを元に、やりとりを複数回
行うと、ビデオコンテンツが蓄積されていくこ

とになるが、その構成を表示・操作することが

出来る。これにより、過去のやりとりで使われ

たビデオに対して再度やりとりを行える。さら

に、複数のビデオを同時に表示させることも出

来る。 
 
2．研究の背景 
ビデオメーラーVMail は、既存のビデオメーラ
ーの問題点の解決を目指し開発・設計されてきた。 

 
4．ユーザインタフェースの構成 

VMail のユーザインタフェースは Visual 
Basic6.0を使って試作した。構成を図 1に示す。 

現状の問題点として、ビデオメールを作成する

には手間がかかる。テキストメールで済む用事な

らば、テキストで送ってしまうだろう。ビデオを

送るのは、ビデオでないと伝えられないメッセー

ジがあるからである。そういう点でビデオメール

は、簡易で手軽なメールというより、気持ちを込

めた贈り物に近いと言える。贈り主は、『贈り物』

であるビデオメールには、簡易なテキストよりも

気持ちのこもったビデオで返信してもらうことを

期待するだろう。しかし、ビデオメールの問題点

として、電子メールのように受け取ったビデオメ

ールに対して返信することが難しい。そこで、ビ

デオにビデオでやりとりを行う操作を簡易化する

ための、ビデオメーラーのユーザインタフェース

の設計・開発を試みた。 
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図 1 VMailの構成 
ンウィンドウには相手から送られた

が表示される。左上にはキャプチャ

ール閲覧者の姿が表示されている。

2 つのウィンドウしか付いてないの
ウが別に必要な場合は新しく開くこ

っている。 
オメールは複数のビデオクリップか

おり、左下側のリストには、そのビ

が一覧表示されている。 



5．ユーザインタフェースの開発 
5.1 返信コンテンツを半自動で作成する機能 
 応答コンテンツの撮影は、ビデオメールを閲覧

する時に催促に応じたり、ビデオメール受信者が

自ら意図的に記録の操作をすると始まる。撮影が

開始されると、閲覧者の種々の操作がタイムイン

デックスとして記録されていく。これにより、い

つ、何のビデオを見て、どんなリアクションをし

ているか・・といった、『閲覧する』という一連の

操作自体を返信コンテンツにすることが出来る。

また、閲覧者が自分の意見を述べたいときにビデ

オを一時停止することもありうるので、タイムイ

ンデックスを取得できる操作を、再生だけでなく、

停止にも対応させている。 
 
 
 
 
 
 

図 2 タイムインデックスの記録 
 応答が終了した時点では、閲覧者を撮影したリ

アクションはひとつながりの長いビデオになって

いる。その中には不必要な部分も多く、『削除』も

しくは『修正』したい箇所が出てくる可能性があ

る。その時は、コンテンツを実際に返信する前に、

タイムインデックス情報を編集することで、内容

を修正することが出来る。その結果、図 3 のよう
に一つのビデオが複数のクリップに区切られる。 
 
 
 
 
 

図 3 タイムインデックスの記録 
構成要素であるビデオクリップが図 4 のように
リストに一覧表示される。クリップをクリックす

れば返信コンテンツが自動再生（再現）される。 
 
 
 
 
 
 

図 4 構成要素の一覧表示 

5.2 複数回のやりとりを実現する機能 
ビデオを複数回やりとりしていると、一つのコ

ンテンツが膨大な量のビデオクリップの集合体と

なってくる。図 5 に示すようにやりとりの回数だ
けコンテンツの構成要素が増えてしまう。 

 
 

 
 
 
 

 
 
図 5 複数回のやりとりを経たコンテンツ 
ある応答ビデオを閲覧する時、その元々の内容

は何だったのか知りたい時がある。また、古いビ

デオに対して再度やりとりを行いたくなる時もあ

る。その場合は、やりとりの履歴を図 6 に示すよ
うに一覧表示させることが出来、複雑なコンテン

ツも構成が把握しやすい。さらに、任意の履歴の

クリップをクリックするとメインウィンドウで再

生することが出来る。その時、再度やりとりを行

うことも出来る。一連の操作により新たに作成さ

れたコンテンツを図 7に示す。 
 
 
 
 
 

 
図 6 やりとりの履歴の一覧表示 

 
 
 
 
 
図 7 新しく作成されたコンテンツ 

6．まとめと今後の課題 
今後は、より多くの人が手軽にビデオメールを

楽しめるメーラーとなるよう VMail 本体のユーザ
インタフェースとシステムに改良を重ねていく。 
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